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表 1 中学校学習指導要領（総合的な学習の時間）比較対照表 
改  訂（平成29年告示） 現  行（平成20年告示） 
第４章 総合的な学習の時間 
 




























































































































































2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
図1 北海道 年齢別推計人口（×千人）
総数 0〜14歳 15〜64歳 65歳以上
総合的な学習の時間において育成すべき資質・能力の整理（学びに向かう力、人間性等 案） 


























































2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年
図２ 稚内市 年齢別推計人口（人）





















①人間関係形成・社会形成能力  ②自己理解・自己管理能力 
③課題対応能力         ④キャリアプランニング能力 
（平成23年1月 文部科学省 中央教育審議会答申から） 
 同時に、中央教育審議会答申は発達段階に応じた（中学校における）キャリア教育と大学・短期大
学でのキャリア教育のポイントを次のように示している。 
     ■発達段階に応じたキャリア教育 
中学校～社会における自らの役割や将来の生き方・働き方等を考えさせ、目標を立てて、 
計画的に取り組む態度を育成し、進路の選択・決定に導く。 
     ■大学・短期大学でのキャリア教育推進のポイント 
     ○教育課程の内外を通じて社会的・職業的自立に向けた指導等に取り組むための体制整備 
を踏まえた取組の実施 
     ○各大学の機能別分化の下、育成する人材像・能力を明確化した実践的な教育の展開 

























































平成29年度 稚内東中学校第２学年 職場体験学習実施計画 
1．目 的 
  (1) 働く体験を通じて、職場で働くことの喜びや厳しさを学ぶ。 
  (2) 働く体験を通じて、自己の能力や適性について理解し、これからの進路選択に役立てる。 
  (3) 働いている人々に触れる中で、言葉遣いやマナーなど社会人としての基礎や自覚を身に付
ける機会とする。 
  (4) 体験した職種の内容を学年で交流し、様々な職種の特徴や違いを学び、将来の自分の職業
選択を豊かにする。 
２．日 時 
平成29年10月27日（金） 8:00～16:00 ※職場にあわせて訪問・活動する。 
３．内 容 




○ ９月２２日（木） 職場体験事前活動  体験先決定、目標・計画書・リーダー決定 
○ ９月２８日（水） 職場体験事前活動  履歴書作成 
○1０月       予備日 
○1０月２７日（金） 職場体験学習 
○1０月２８日（土） 職場体験事後活動  発表物・礼状の作成 
○11月       職場体験事後活動  職場体験発表交流会 
５．活動内容 
  ○職場の決定  事前アンケートから各事業所と連絡を取り決定する。人数や受け入れ体制に
よっては希望変更もある。 
  ○履歴書作成  将来働くときと同様に履歴書を提出する。なぜその職業を希望するのかなど
志望動機を書く。自己アピールも書く。 
  ○計画書作成  個人又はグループで、計画や目標、希望する活動などを企画し提出する。 
  ○職場体験   仕事の内容はだけではなく、挨拶、返事、態度、言動も身に付ける。 
  ○発表物作成  グループごとに、体験内容や感じたことなどを壁新聞スタイルでまとめ、発
表交流する。 
  ○礼状作成   感謝の気持ちを伝えるとともに、感想や感じたこと、成長できたこと、将来
役に立てていきたいことなどを伝える。 
６．その他 
  ※履歴書様式は別紙参照（志望理由をしっかり記入するように指導する） 
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Ａ君： 稚内北星学園大学での授業参観、模擬授業、ロボコン体験はとても楽しかったで   

















※Ｎ君は第 1 学年の時不登校でほとんど学校に来ていない。2 年生になって少し前
向きになり、今回の職場体験も自分で決め積極的に参加した。 
写真1 模擬授業の様子 ■職場体験の日程 
    ～ 8:30  学生玄関集合 
  8:50～10:20    授業体験①「特別活動論」 
・模擬授業体験 
 10:30～12:00    授業体験②「プログラミング基礎」
・ＥＴロボコンプログラミング体験
 12:00～12:50    昼食（学生食堂） 
 12:50～14:20  事務職員との面談 

















































  ◯保護者や地域の人々  ◯専門家をはじめとした外部人材 





  ◯地域活動や学校の活動に積極的に参画して信頼関係が築かれ、相互に協力する体制を築くこと。 
  ◯中学校には校務分掌上の担当者、大学側には事前打ち合わせや学内調整の担当者を設置する必
要があること。 
  ◯大学が可能な授業や体験内容、指導者のリストを作成すること。 
  ◯効果的な体験活動を行うため、双方の担当者による事前打ち合わせを行うこと。 
  ◯地域の活性化やキャリア教育の充実を図るため、大学側も報告会に参加すること。 























・田村 学編著「平成29年版 中学校新学習指導要領の展開 総合的な学習編」 明治図書出版 
 2017年 11月 
・田村 学編著「平成29年改訂 中学校教育課程実践講座 総合的な学習の時間」 ぎょうせい 
 2017年 12月 
・「平成20年告示 中学校学習指導要領 総合的な学習の時間編」 文部科学省 2008年 3月 
・「平成29年告示 中学校学習指導要領 総合的な学習の時間編」 文部科学省 2017年 3月 
・「中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」 文部科学省 2017年 7月 
・「中央教育審議会答申」 文部科学省 2012年 1月 
・「日本の地域別将来推計人口」 国立社会保障・人口問題研究所 2014年 3月 
・平成29年度「東中の教育」 稚内市立稚内東中学校 2017年 4月 
 
● 英文タイトル 
 Career education from now on at junior high school and Collaboration with universities 
~ Paying attention to "Comprehensive learning time" (workplace experience etc) ~ 
 
● 英文要約 
 From kindergarten to senior high school, the revision of the guidelines for teaching which was said 
to be a major revision since the Meiji Restoration was carried out. The concept to acquire qualities 
and abilities through exploratory learning in the framework of the revision is an item that has been 
regarded as a priority and time objective of the conventional comprehensive learning. Furthermore, 
in the revision, it should be trained in comprehensive learning time according to the three pillars of 
"qualities and abilities" "knowledge and skills" "thinking ability, judgment ability, expressiveness, etc." 
"ability to learn, human nature etc." The qualities and abilities were arranged. 
In this paper, we will clarify the significance of these revisions and practical issues as an example of 
the workplace experiences of junior high schools in Wakkanai City in cooperation with our 
university from the viewpoint of career education at junior high school. At the same time, we actively 
respond to the demands of the school site as a regional university from the functionality that can 
provide inquiry learning in the time of comprehensive learning required by the revision of the 
course of study and "learning" Discuss the importance of collaboration. 
